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路上生活者自立支援センター
荒川寮・千代田寮を開設しました

令
和
2
年
7
月
、
第
2
ブ
ロ
ッ
ク

（
文
京
区
、
台
東
区
、
北
区
、
荒
川
区

の
4
区
で
構
成
）
に
路
上
生
活
者
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
荒
川
寮
（
利
用
定
員
70

名
）
を
開
設
し
、
翌
8
月
に
は
、
第
1

ブ
ロ
ッ
ク
（
千
代
田
区
、
中
央
区
、
港

区
、
新
宿
区
の
4
区
で
構
成
）
に
路
上

生
活
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
千
代
田
寮

（
利
用
定
員
70
名
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

路
上
生
活
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、「
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
。）
は
、
路
上
生
活
者
（
ホ
ー
ム
レ

ス
）
の
一
時
的
な
保
護
及
び
就
労
に
よ

る
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
特
別
区
と

東
京
都
が
共
同
し
て
実
施
し
て
い
る
事

業
で
あ
り
、
平
成
12
年
度
に
特
別
区
と

東
京
都
が
「
路
上
生
活
者
自
立
支
援
事

業
実
施
に
係
る
都
区
協
定
」
を
締
結

し
、
現
在
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業

で
す
。

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
特
別
区
を

5
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
に
1
か
所
ず
つ
、
5
年
ご
と
の
持
ち

回
り
で
設
置
し
、
特
別
区
内
に
お
い
て

路
上
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方

及
び
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
に
対
し
、

巡
回
相
談
か
ら
緊
急
一
時
保
護
、
自
立

支
援
、
地
域
生
活
継
続
支
援
ま
で
の
一

貫
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
31
年
4
月
か
ら
は
、
路

上
生
活
が
長
期
化
・
高
齢
化
し

た
方
に
対
し
て
、
地
域
生
活
へ

の
移
行
を
目
的
と
し
た
支
援
付

地
域
生
活
移
行
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

利
用
者
の
事
業
利
用
の
承
諾
や

支
援
の
た
め
の
事
業
を
特
別
区

が
、
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建

設
や
職
業
相
談
体
制
の
確
保
等

を
東
京
都
が
担
っ
て
お
り
、
こ

の
う
ち
、
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
等
、
各
種
支
援
事
業
を

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

（
以
下
、「
特
人
厚
」
と
い
う
。）

が
共
同
処
理
し
て
い
ま
す
。

特
人
厚
で
は
、
路
上
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
及
び
そ
の

お
そ
れ
の
あ
る
方
の
複
合
的
な
課

題
に
対
応
す
べ
く
、
相
談
支
援
の

実
績
を
も
つ
民
間
事
業
者
に
対

し
、
公
募
等
に
よ
る
選
定
を
経

て
、
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
荒
川

寮
に
つ
い
て
は
、
第
2
ブ
ロ
ッ
ク

に
設
置
さ
れ
て
い
た
台
東
寮
の
運

営
事
業
者
で
あ
る
（
社
福
）
有
隣

協
会
に
、
千
代
田
寮
に
つ
い
て

は
、
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
に
設
置
さ
れ

て
い
た
新
宿
寮
の
運
営
事
業
者
で

あ
る
（
社
福
）
特
別
区
人
事
・
厚

生
事
務
組
合
社
会
福
祉
事
業
団
に

そ
れ
ぞ
れ
委
託
し
、
引
き
続
き
運
営
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
第
2
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て

は
、
令
和
2
年
1
月
の
台
東
寮
閉
鎖

後
、
荒
川
寮
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

遅
延
に
伴
い
、
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の

不
在
期
間
が
約
6
か
月
に
お
よ
び
ま
し

た
。
こ
の
間
は
、「
つ
な
ぎ
事
業
」
と

し
て
自
立
支
援
住
宅
等
を
活
用
し
、
支

援
を
継
続
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度

の
荒
川
寮
の
開
設
に
伴
い
、
通
常
の
支

援
体
制
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
に
開
設
さ
れ
た
千
代

田
寮
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
建
設
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま

し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
遅
滞
す
る
こ

と
な
く
、
予
定
通
り
に
事
業
を
開
始
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
両
施
設
の
運
営
等
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
以
上
に
支
援
の
拡
充
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
特

人
厚
及
び
運
営
法
人
は
、
こ
れ
ま
で
各

施
設
に
お
い
て
培
わ
れ
た
経
験
や
成
果

を
い
か
し
、
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

区
を
は
じ
め
、
東
京
都
や
関
係
機
関
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
路
上
生
活
者

自
立
支
援
事
業
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
厚
生
部
）

荒川寮

千代田寮
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9
月
18
日
に
第
3
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︿
審
議
結
果
﹀

・�

特
別
区
競
馬
組
合
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
に
つ

い
て�

（
田
辺
裕
子
氏
の
選
任
に
同
意
）

・�

大
井
競
馬
場
ス
タ
ン
ド
内
公
衆
無
線
L
A
N
機
器

の
買
入
れ
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

令
和
元
年
度
特
別
区
競
馬
組
合
決
算
の
認
定
に
つ

い
て�

（
認
定
）

・
特
別
区
分
配
金
に
つ
い
て�

（
同
意
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

9
月
29
日
に
第
3
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︿
審
議
結
果
﹀

・�
足
立
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

中
防
不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
第
二
プ
ラ
ン
ト
補

修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

品
川
清
掃
工
場
プ
ラ
ン
ト
制
御
用
電
算
シ
ス
テ
ム

整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

江
戸
川
清
掃
工
場
建
替
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て�

（
可
決
）

・�

令
和
元
年
度
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

�
（
認
定
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

9
月
16
日
（
水
）
に
第
3
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
2
年
第
3
回
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

議
会
定
例
会
議
決
等
案
件

認
定
案
件

・�

令
和
元
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て�

（
認
定
）

予
算
案
件

・�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令

和
2
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
））�

（
承
認
可
決
）

条
例
案
件

・�

特
別
区
立
幼
稚
園
の
幼
稚
園
医
、
幼
稚
園
歯
科
医

及
び
幼
稚
園
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

報
告
案
件

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
の
権

限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
に
関
す

る
点
検
及
び
評
価
の
報
告
（
令
和
元
年
度
）
に
つ

い
て�

（
了
承
）

人
事
案
件

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
教
育

長
の
選
任
に
つ
い
て

�

（
浦
田
幹
男
氏
の
選
任
に
同
意
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

�

（
髙
森
大
乗
氏
の
選
任
に
同
意
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

令
和
2
年
第
3
回
特
別
区
競
馬

組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

令
和
2
年
第
3
回
特
別
区
人

事
・
厚
生
事
務
組
合
議
会
定
例

会
の
結
果

令
和
2
年
第
3
回
東
京
二
十
三

区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
定

例
会
の
結
果

■ 

各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
理
事
会
の
概
要
に
つ

い
て

■ 

特
別
区
長
会
公
務
員
制
度
部
会
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い

て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
議
長
会
の
要
望
活
動
に
つ
い
て

■ 

令
和
3
年
度
特
別
区
議
会
議
長
会
予
算
の
編
成
方

針
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
２
年
9
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等9.16

会
長
区

9.18

会
長
議
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9
月
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日
に
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度
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十
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般
会
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歳
入
歳
出
決
算
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認
定
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て
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認
定
）

（
東
京
二
十
三
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部
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組
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議
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特別区立幼稚園教員
採用候補者選考の実施結果

今
年
度
の
特
別
区
立
幼
稚
園
園
長
・
副
園
長
選
考

は
、
筆
記
試
験
（
論
文
）
を
7
月
26
日
（
日
）、
面
接

試
験
を
8
月
22
日
（
土
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
結
果
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

令
和
2
年
9
月
16
日
開
催
の
第
3
回
特
別
区
人

事
・
厚
生
事
務
組
合
議
会
の
同
意
を
経
て
、
同
日
付

で
新
た
に
浦
田
幹
男
氏
が
組
合
教
育
委
員
会
教
育
長
、

髙
森
大
乗
氏
が
組
合
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

組
合
教
育
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

9
月
11
日
（
金
）
に
、
今
年
度
の
特
別
区
立
幼
稚

園
教
員
採
用
候
補
者
選
考
の
最
終
合
格
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

本
年
は
、
第
1
次
選
考
の
筆
記
試
験
に
3
7
8
名

が
受
験
し
ま
し
た
。
第
1
次
選
考
合
格
者
及
び
第

1
次
選
考
免
除
者
を
対
象
と
し
た
実
技
と
面
接
試

験
に
よ
る
第
2
次
選
考
の
受
験
者
数
は
1
5
4
名

で
し
た
。

そ
の
結
果
、
合
格
者
40
名
、
補
欠
者
49
名
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
度
よ
り
合
格
者
は
7
名
減
で
、
最

終
合
格
率
は
、
10
・
0
％
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
各
区
教
育
委
員
会
に
対
し
、
選
考
結
果
に

基
づ
き
採
用
候
補
者
の
提
示
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

特別区立幼稚園園長選考・副園長第1次選考実施結果

選考区分 園長選考 副園長第1次選考

受験者数（名）A 7（11） 5（11）

合格者数（名）B 5（8） 5（11）

合格率（％）B/A 71.4（72.7） 100.0（100.0）

※副園長第1次選考受験者5名は、筆記試験免除
※（　）内は昨年度実績

特別区立幼稚園教員採用候補者選考実施結果
実　施　年　度

項　目 2年度 元年度

A　応募者数（名） 440 537

B　1次選考免除者数（名） 21 2

C　1次選考受験者数（名） 378 465

D　（C/（A-B））受験率（％） 90.2 86.9

E　1次選考合格者数（名） 147 164

F　（E/C）合格率（％） 38.9 35.3

G　（B+E）2次選考受験対象者数（名） 168 166

H　2次選考受験者数（名） 154 155

I　（H/G）2次選考受験率（％） 91.7 93.4

J　最終合格者数（名） 40 47

K　（J/（B+C））最終合格率（％） 10.0 10.1

L　補欠者数（名） 49 52

特
別
区
立
幼
稚
園
園
長
選
考
及

び
副
園
長
第
1
次
選
考
の
実
施

結
果

組
合
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び

委
員
の
就
任

令和2年度　特別区人事・厚生事務組合教育委員会（令和2年9月16日現在）

職　名 氏　　名 委員任期 備　  考

教 育 長 浦　田　幹　男 自 . 令和
至 . 令和

  2.  9.  16
  3.  3.  31 港 区 教 育 長

教 育 長
職 務 代 理 者 清　正　浩　靖 自 . 令和

至 . 令和
  2.  4.  1
  6.  3.  31 北 区 教 育 長

委　　　 員 渡　部　理　枝 自 . 令和
至 . 令和

  元.  6.  14
  5.  3.  31 世田谷区教育長

委 員 入　野　貴美子 自 . 令和
至 . 令和

  2.  4.  1
  4.  3.  31 中野区教育長

委 員 小　花　高　子 自 . 令和
至 . 令和

  2.  4.  1
  3.  3.  31 葛飾区教育長

委 員 髙　森　大　乗 自 . 令和
至 . 令和

  2.  9.  16
  4.  5.  15 台東区教育委員
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特別区職員経験者採用試験・選考及び
就職氷河期世代を対象とする採用試験 

第1次試験・選考実施状況
特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
9
月
6
日
（
日
）
に
、
特

別
区
職
員
経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
及
び
就
職
氷
河
期

世
代
を
対
象
と
す
る
採
用
試
験
の
第
1
次
試
験
・
選
考

を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
特
別
区
職
員
経
験
者
採
用
試
験
・
選
考

経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
を
昭
和
女
子
大
学
及
び
大

正
大
学
の
2
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。
経
験
者
採
用
試

験
・
選
考
は
、
全
採
用
区
分
の
合
計
で
、
受
験
者
数
が

2
4
3
8
名
と
な
り
、
採
用
予
定
者
に
対
す
る
合
格
倍

率
は
7
・
9
倍
と
な
り
ま
し
た
。

第
1
次
試
験
・
選
考
の
合
格
発
表
は
10
月
23
日

（
金
）、
第
2
次
試
験
・
選
考
は
10
月
31
日
（
土
）、
11

月
1
日
（
日
）、
7
日
（
土
）、
8
日
（
日
）
の
う
ち
指

定
す
る
1
日
、
最
終
合
格
発
表
は
11
月
20
日
（
金
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
す
る
特
別
区
職
員
採
用
試
験

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
す
る
採
用
試
験
を
帝
京

科
学
大
学
及
び
拓
殖
大
学
の
2
会
場
で
実
施
し
ま
し

た
。
就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
す
る
採
用
試
験
は
、

受
験
者
が
1
5
1
4
名
と
な
り
、
採
用
予
定
者
に
対
す

る
合
格
倍
率
は
、
40
・
9
倍
と
な
り
ま
し
た
。

第
1
次
試
験
の
合
格
発
表
は
10
月
23
日
（
金
）、
第

2
次
試
験
は
10
月
31
日
（
土
）、
最
終
合
格
発
表
は
11

月
20
日
（
金
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

経験者及び就職氷河期世代を対象とする採用試験・選考日程

経験者 就職氷河期世代

第1次試験・選考 実施済（9月6日（日））

第1次試験・選考合格発表 10月23日（金）

第2次試験・選考
10月31日（土）、11月1日（日）、
7日（土）、8日（日）のうち

指定する1日
10月31日（土）

最終合格発表 11月20日（金）

令和 2 年度 経験者採用試験・選考第 1 次試験・選考実施状況

採用区分 試験・選考
区　　　分

採用予定数 申込者数 受験者数 受 験 率 倍　率

A（名程度）　　 B （名）　　 C （名）　C/B （％）　C/A （倍）

１　

級　

職

事　　務 113 1,662 1,247 75.0 11.0

土木造園
（土木）

13 43 32 74.4 2.5

建　　築 15 42 30 71.4 2.0

機　　械 7 24 22 91.7 3.1

電　　気 7 28 22 78.6 3.1

福　　祉 22 69 60 87.0 2.7

児童福祉 9 19 16 84.2 1.8

児童指導 8 12 9 75.0 1.1

児童心理 6 20 17 85.0 2.8

小　　計 200 1,919 1,455 75.8 7.3

２　

級　

職

（
主　

任
）

事　　務 45 1,080 809 74.9 18.0

土木造園
（土木）

6 43 31 72.1 5.2

建　　築 9 38 25 65.8 2.8

福　　祉 17 63 49 77.8 2.9

児童福祉 11 31 28 90.3 2.5

児童指導 5 11 10 90.9 2.0

児童心理 5 13 13 100.0 2.6

小　　計 98 1,279 965 75.4 9.8

3　

級　

職

（
係
長
級
）

児童福祉 6 13 11 84.6 1.8

児童指導 2 2 2 100.0 1.0

児童心理 2 5 5 100.0 2.5

小　　計 10 20 18 90.0 1.8

合　　計 308 3,218 2,438 75.8 7.9

令和 2 年度 就職氷河期世代を対象とする採用試験第 1 次試験実施状況

採用区分 試験区分
採用予定数 申込者数 受験者数 受 験 率 倍　率

A（名程度）　　 B （名）　　 C （名）　C/B （％）　C/A （倍）

就職氷河期世代 事　務 37 2,479 1,514 61.1 40.9
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令和2年度 管理職選考筆記考査実施状況
昨年度に比べ受験者数及び受験率は減少

特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
8
月
22
日

（
土
）
に
令
和
2
年
度
管
理
職
選
考
筆

記
考
査
を
拓
殖
大
学
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

︿
全
体
の
受
験
状
況
﹀

受
験
者
数
は
Ⅰ
類
（
全
部
、
分
割

（
※
1
）
及
び
免
除
受
験
方
式
（
※

2
））
及
び
Ⅱ
類
を
合
わ
せ
た
全
体
で

6
9
4
人
で
52
人
減
少
し
、
受
験
率
は

86
・
2
％
で
1
・
3
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

ま
し
た
。

︿
選
考
種
別
の
受
験
状
況
﹀

Ⅰ
類
全
体
の
受
験
者
数
は
6
2
7
人

で
50
人
減
少
し
、
受
験
率
は
85
・
4
％

で
2
・
2
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

Ⅱ
類
全
体
の
受
験
者
数
は
67
人
で
2
人

減
少
し
ま
し
た
が
、
受
験
率
は
94
・
4
％

で
8
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

︿
受
験
方
式
別
の
受
験
状
況
﹀

全
部
受
験
方
式
の
受
験
者
数
は

2
1
7
人
で
19
人
減
少
し
、
分
割
受
験

方
式
の
受
験
者
数
は
1
5
8
人
で
10
人

減
少
し
、
前
倒
し
受
験
方
式
（
※
3
）

の
受
験
者
数
は
3
3
9
人
で
29
人
増
加

し
ま
し
た
。

受
験
率
は
全
部
受
験
方
式
及
び
分
割

受
験
方
式
で
減
少
し
、
前
倒
し
受
験
方

式
で
増
加
し
ま
し
た
。

免
除
受
験
方
式
の
受
験
者
数
は

2
5
2
人
で
21
人
減
少
し
、
受
験
率
は

93
・
7
％
で
1
・
8
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

ま
し
た
。

︿
今
年
度
の
特
徴
﹀

今
年
度
の
Ⅰ
類
の
受
験
者
数
及
び
受

10
月
30
日
（
金
）

（
※
1
）�分
割
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答

式
問
題
受
験
の
免
除
資
格
を
得
る
た

め
、
択
一
・
短
答
式
問
題
の
み
を
受

験
す
る
方
式
で
す
。

（
※
2
）�免
除
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答

式
問
題
受
験
の
免
除
資
格
を
得
て
い

る
人
が
、
記
述
式
問
題
及
び
論
文
式

問
題
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

（
※
3
）�前
倒
し
受
験
方
式
と
は
、
主
任
の
職

に
あ
り
、
そ
の
在
職
期
間
が
3
～
5

年
目
の
人
（
経
験
者
採
用
制
度
に
よ

り
採
用
さ
れ
た
人
等
の
特
例
あ
り
）

が
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免

除
資
格
を
得
る
た
め
、
択
一
・
短
答

式
問
題
の
み
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

験
率
は
、昨
年
度
に
比
べ
減
少
と
な
り
、

Ⅱ
類
に
つ
い
て
は
、受
験
者
数
が
減
少

し
ま
し
た
が
、受
験
率
は
増
加
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、前
倒
し
受
験
方
式
の
受
験
者

及
び
受
験
率
は
増
加
し
て
お
り
、ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
、計
画
的
に
受
験

を
し
て
い
る
方
が
い
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

︿
口
頭
試
問
等
﹀

口
頭
試
問
進
出
者
の
通
知

9
月
30
日
（
水
）

口
頭
試
問

�

10
月
17
日
（
土
）
及
び
18
日
（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
1
日

合
格
者
の
発
表
及
び
択
一
・
短
答
式
問

題
受
験
の
免
除
者
の
通
知

2　Ⅰ類（前倒し受験方式） （単位：人、％）

種別 選考区分
有資格者数 申込者数 申込率 受験者数 受験率

2年度 元年度 増減 2年度 元年度 増減 2年度 元年度 増減 2年度 元年度 増減 2年度 元年度 増減

Ⅰ
類（
前
倒
し
）

事　務 3,526 3,426 100 286 270 16 8.1  7.9  0.2 263 239 24 92.0  88.5  3.5

技
術

Ⅰ（土木造園） 222 227 △ 5 26 32 △ 6 11.7  14.1  △ 2.4 24 28 △ 4 92.3  87.5  4.8

Ⅱ（建築） 195 198 △ 3 24 24 0 12.3  12.1  0.2 23 23 0 95.8  95.8  0.0

Ⅲ（その他） 400 405 △ 5 31 23 8 7.8  5.7  2.1 29 20 9 93.5  87.0  6.5

小　計 817 830 △ 13 81 79 2 9.9  9.5  0.4 76 71 5 93.8  89.9  3.9

合　計 4,343 4,256 87 367 349 18 8.5  8.2  0.3 339 310 29 92.4  88.8  3.6

1　Ⅰ類（全部、分割及び免除受験方式）及びⅡ類 （単位：人、％）

種別 選考区分
有資格者数 申込者数 申込率 受験者数 受験率

2年度 元年度 増減 2年度 元年度 増減 2年度 元年度 増減 2年度 元年度 増減 2年度 元年度 増減

Ⅰ
類

事　務 13,090 13,229 △ 139 519 555 △ 36 4.0  4.2  △ 0.2 438 478 △ 40 84.4  86.1  △ 1.7

技
術

Ⅰ（土木造園） 679 678 1 98 99 △ 1 14.4  14.6  △ 0.2 87 87 0 88.8  87.9  0.9

Ⅱ（建築） 479 479 0 47 57 △ 10 9.8  11.9  △ 2.1 38 52 △ 14 80.9  91.2  △ 10.3

Ⅲ（その他） 1,421 1,425 △ 4 70 62 8 4.9  4.4  0.5 64 60 4 91.4  96.8  △ 5.4

小　計 2,579 2,582 △ 3 215 218 △ 3 8.3  8.4  △ 0.1 189 199 △ 10 87.9  91.3  △ 3.4

Ⅰ類計 15,669 15,811 △ 142 734 773 △ 39 4.7  4.9  △ 0.2 627 677 △ 50 85.4  87.6  △ 2.2

Ⅱ
類

事　務 657 655 2 55 64 △ 9 8.4  9.8  △ 1.4 52 54 △ 2 94.5  84.4  10.1

技　術 175 156 19 16 16 0 9.1  10.3  △ 1.2 15 15 0 93.8  93.8  0.0

Ⅱ類計 832 811 21 71 80 △ 9 8.5  9.9  △ 1.4 67 69 △ 2 94.4  86.3  8.1

合　計 16,501 16,622 △ 121 805 853 △ 48 4.9  5.1  △ 0.2 694 746 △ 52 86.2  87.5  △ 1.3

1－2　Ⅰ類（分割受験方式） （単位：人、％）

種別 選考区分
申込者数 受験者数 受験率

2年度 元年度 増減 2年度 元年度 増減 2年度 元年度 増減

Ⅰ
類（
分
割
）

事　務 120 127 △ 7 104 111 △ 7 86.7 87.4 △ 0.7

技
術

Ⅰ（土木造園） 29 26 3 24 22 2 82.8 84.6 △ 1.8

Ⅱ（建築） 11 17 △ 6 8 16 △ 8 72.7 94.1 △ 21.4

Ⅲ（その他） 24 19 5 22 19 3 91.7 100.0 △ 8.3

小　計 64 62 2 54 57 △ 3 84.4 91.9 △ 7.5

合　計 184 189 △ 5 158 168 △ 10 85.9 88.9 △ 3.0

受験方式別内訳
1－1　Ⅰ類（全部受験方式） （単位：人、％）

種別 選考区分
申込者数 受験者数 受験率

2年度 元年度 増減 2年度 元年度 増減 2年度 元年度 増減

Ⅰ
類（
全
部
）

事　務 209 218 △ 9 157 177 △ 20 75.1 81.2 △ 6.1

技
術

Ⅰ（土木造園） 33 31 2 29 24 5 87.9 77.4 10.5

Ⅱ（建築） 18 23 △ 5 13 21 △ 8 72.2 91.3 △ 19.1

Ⅲ（その他） 21 15 6 18 14 4 85.7 93.3 △ 7.6

小　計 72 69 3 60 59 1 83.3 85.5 △ 2.2

合　計 281 287 △ 6 217 236 △ 19 77.2 82.2 △ 5.0

1－3　Ⅰ類（免除受験方式） （単位：人、％）

種別 選考区分
免除者数 申込者数 申込率 受験者数 受験率

２年度 元年度 増減 ２年度 元年度 増減 ２年度 元年度 増減 ２年度 元年度 増減 ２年度 元年度 増減

Ⅰ
類（
免
除
）

事　務 279 299 △ 20 190 210 △ 20 68.1  70.2  △ 2.1 177 190 △ 13 93.2  90.5  2.7

技
術

Ⅰ（土木造園） 41 46 △ 5 36 42 △ 6 87.8  91.3  △ 3.5 34 41 △ 7 94.4  97.6  △ 3.2

Ⅱ（建築） 25 26 △ 1 18 17 1 72.0  65.4  6.6 17 15 2 94.4  88.2  6.2

Ⅲ（その他） 34 41 △ 7 25 28 △ 3 73.5  68.3  5.2 24 27 △ 3 96.0  96.4  △ 0.4

小　計 100 113 △ 13 79 87 △ 8 79.0  77.0  2.0 75 83 △ 8 94.9  95.4  △ 0.5

合　計 379 412 △ 33 269 297 △ 28 71.0  72.1  △ 1.1 252 273 △ 21 93.7  91.9  1.8

令和 2 年度管理職選考受験状況総括表
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管理職選考Ⅱ類の受験者数及び受験率等の推移（10年間）
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東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
と
東
京
都
公
文
書

館
と
の
共
催
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
「
守
る
・
伝
え
る　

東
京
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ�

～�

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
資

料
の
成
り
立
ち
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
公
文
書
館
は
、
昭
和
43
年
（
1
9
6
8
年
）

に
「
公
文
書
館
」
と
い
う
名
称
を
冠
し
た
資
料
保
存
利

用
施
設
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、
江
戸
時
代
か
ら
現

代
に
至
る
記
録
資
料

＝
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を

収
集
・
保
存
し
、
閲

覧
に
供
し
、
令
和
2

年
4
月
に
は
、
国
分

寺
市
泉
町
に
新
館
を

開
館
し
た
と
こ
ろ
で

す
。今

回
の
パ
ネ
ル
展

示
で
は
、
そ
の
主
な

所
蔵
資
料
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
個
々
の
資

料
が
も
つ
歴
史
的
な

意
味
と
共
に
、
な
ぜ

そ
の
資
料
が
作
成
さ

れ
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
東
京
都
公
文
書
館
パ
ネ
ル
展
示
】

●
展
示
期
間

　

令
和
2
年
10
月
6
日
（
火
）
～
11
月
9
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
展
示
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

9
時
か
ら
20
時
30
分
ま
で

　

土
曜
日　
　
　
　
　

9
時
か
ら
17
時
ま
で

※
展
示
期
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認

の
う
え
、
ご
来
館
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
東
京
都
公
文
書
館
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い

う
。）
は
令
和
2
年
9
月
11
日
（
金
）
に
第
2
回
機
構

理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

機
構
理
事
会
で
は
、
任
期
満
了
を
迎
え
る
9
名
の
顧

問
の
再
任
を
決
定
す
る

と
と
も
に
、
令
和
3
年

度
か
ら
新
た
に
調
査
研

究
を
開
始
す
る
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
各
区
か
ら

の
提
案
を
踏
ま
え
て
5

つ
の
テ
ー
マ
を
基
本
に

検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。今

後
は
、
11
月
開
催

予
定
の
機
構
理
事
会
に

向
け
て
、
テ
ー
マ
提
案

区
と
協
議
し
な
が
ら
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

の
作
成
及
び
研
究
体
制

の
構
築
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

な
お
、
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
適
宜
情

報
発
信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（https://w
w
w
.tokyo23-kuchokai-kiko.jp/

）

（
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
務
局
）

「
東
京
都
公
文
書
館
パ
ネ
ル
展
示
」

を
開
催
し
て
い
ま
す

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
令
和
3
年
度

新
規
研
究
テ
ー
マ
の
紹
介
に
つ
い
て

令和3年度新規調査研究テーマ（令和2年9月11日現在）

テーマ名 提案区

1 特別区における森林環境譲与税の活用〜複数区での共同連携の可能性〜 中　央

2 新型コロナウイルスによる社会変容と特別区の行政運営への影響 港

3 公共施設の樹木の効果的なマネジメント手法 江　東

4 食品ロス削減のための取組み 荒　川

5 「ゼロカーボンシティ特別区」に向けた取組み 葛　飾

東京都選挙管理
委員会ポスター

旧江戸朱引内図
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や
ア
ド
バ
イ
ス
等
に
真
剣
な
眼
差
し
で

耳
を
傾
け
て
お
り
、
今
後
の
職
務
遂
行

に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
た
め
の
貴
重

な
内
容
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

  

研
修
生
か
ら
の
感
想
・
意
見

研
修
生
か
ら
は
、「
感
染
症
予
防
に

配
慮
し
な
が
ら
、
考
え
、
発
言
す
る
機

会
を
与
え
て
も
ら
い
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
」「
前
期
の
研
修
が
な
く
、

同
期
と
も
会
う
機
会
が
な
か
っ
た
が
、

今
回
、
他
の
研
修
生
と
情
報
共
有
を
し

気
持
ち
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き

た
」「
ど
の
職
種
で
も
同
じ
よ
う
な
悩

み
が
あ
り
、
違
う
職
種
だ
か
ら
こ
そ
見

え
る
解
決
策
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い

た
」「
業
務
改
善
や
対
応
改
善
に
は
、

時
間
や
費
用
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
た
」「
持
寄
事
例
で
班
の

人
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
い
、
非
常

に
励
ま
さ
れ
た
」
等
の
感
想
・
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

  

ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
感
想
・
意
見

ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は
、「
研
修

職層研修「新任研修（後期）」
を実施しました

特
別
区
職
員
研
修
所
で
は
、
9
月
3

日
か
ら
9
月
24
日
ま
で
の
延
べ
14
日

間
、
令
和
2
年
度
新
任
研
修
【
後
期
】

を
実
施
し
、
16
区
3
一
部
事
務
組
合
か

ら
1
7
7
4
名
の
研
修
生
が
受
講
し
ま

し
た
。

本
研
修
は
、
職
務
を
遂
行
し
て
い
く

上
で
求
め
ら
れ
る
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
仕
事
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
知
識
・
能
力
を
習
得
、

研
修
生
同
士
の
意
見
交
換
等
を
通
じ

て
、
実
践
力
や
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
リ
ス
ク
対
応
と
し
て
、
講
義

及
び
個
人
演
習
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
研
修
生

が
職
場
で
の
人
間
関
係
や
仕
事
の
進
め

方
を
振
り
返
り
、
実
際
の
仕
事
等
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
実
践
的
な
事
例
演

習
等
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
交
換
に
よ
り
研
修
生
同
士

の
意
見
・
情
報
交
換
が
図
れ
る
よ
う
に

す
る
な
ど
工
夫
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

1
日
目
に
は
、
区
民
や
職
員
と
良
好

な
関
係
を
築
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

「
積
極
的
な
傾
聴
」、「
相
手
の
存
在
を
認

め
る
承
認
」、「
伝
わ
り
や
す
い
話
し

方
」、「
効
果
的
な
質
問
」
な
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
接
遇
に
関
す
る

ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
に
よ
る
対
話
の
演
習
で
は
、
講

義
で
学
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
を
実
践
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
仕
事
の
進
行
管
理
で
は
自
身

の
1
日
の
仕
事
の
流
れ
を
振
り
返
る
実

践
を
行
い
、
改
善
し
て
い
き
た
い
点
を

整
理
し
ま
し
た
。

2
日
目
に
は
、
仕
事
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
知
識
・
能
力
の
習
得
を
ね
ら

い
と
し
、
今
年
度
は
新
た
な
個
人
演
習

と
し
て
「
仕
事
の
改
善
を
企
画
す
る
」

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
最
後
の

「
持
寄
事
例
」
に
基
づ
い
た
課
題
検
討

で
は
、
3
～
4
人
の
グ
ル
ー
プ
で
持
寄

事
例
を
交
換
し
、
共
感
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
課
題
解
決
に
向
け
て
の
助
言
・
提
案

の
コ
メ
ン
ト
を
送
り
ま
し
た
。
自
身
に

寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
や
ク
ラ
ス
リ
ー

ダ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
受
け
、

「
持
寄
事
例
」
の
最
後
に
は
各
自
で
課

題
解
決
に
向
け
て
の
決
意
表
明
を
行
い

ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、「
ク
ラ
ス
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
各
区
・
一
部
事
務
組
合

よ
り
49
名
の
方
が
登
壇
さ
れ
、
新
任
職

員
の
先
輩
と
し
て
体
験
談
を
交
え
な
が

ら
進
行
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研

修
生
は
、
ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
体
験
談

生
が
、
自
分
と
は
違
う
職
場
の
仕
事
内

容
や
悩
み
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
良

か
っ
た
と
感
じ
た
」「
班
討
議
が
な
く
、

研
修
生
同
士
の
交
流
は
難
し
か
っ
た
と

は
思
う
が
、
個
人
演
習
の
時
間
を
と
る

こ
と
は
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
練

習
に
な
っ
た
た
め
良
か
っ
た
と
い
う
意

見
が
研
修
生
か
ら
上
が
っ
た
」「
研
修

生
が
、
今
回
の
研
修
を
き
っ
か
け
に
、

積
極
的
に
自
ら
自
己
啓
発
に
取
り
組
ん

で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
い
っ

た
感
想
・
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

  

【
特
別
区
の
未
来
を
担
う
職
員
と
し
て
】

研
修
生
の
皆
さ
ん
へ
。
今
年
度
入
庁

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
感
染
症
流
行
と
い

う
未
曽
有
の
状
況
の
中
で
、
ま
だ
慣
れ

な
い
日
々
の
業
務
に
あ
た
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
経
験
の

一
つ
ひ
と
つ
を
、
将
来
へ
の
糧
に
し
て

く
だ
さ
い
。
特
別
区
の
未
来
を
担
う
の

は
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で
す
。

今
後
の
活
躍
を
心
よ
り
応
援
し
て
い

ま
す
。�

（
特
別
区
職
員
研
修
所
）

講義の様子

持寄事例発表の様子

研修カリキュラム

1　

日　

目

職場のコミュニ
ケーション
・話し方のポイント
・ 『傾聴』、『承認』、
『質問』の方法
接遇
・よりよい応対
・クレーム対応
仕事の進行管理
・計画の立案

2　

日　

目

仕事の改善を企画
する（演習）
「持寄事例」の課題
解決に向けて
研修のまとめ
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特別区職員研修所からのご案内

12月の研修メニューを紹介します

 コミュニケーションスキルアップ（第8回）
　　　　　　　　〜コミュニケーションの理想のカタチを学ぶ〜
対　象：  全職員
内　容： ○ コミュニケーションの前提である信頼関係を築くために、話し相手を承認する働きかけのスキルを学ぶ。
 ○目的に合った聴き方及び質問の仕方のポイントを習得する。
 ○簡潔に分かりやすく伝えるスキルや言いにくいことを伝えるスキルを学ぶ。

日時：12月10日（木）
　　　9：00〜17：00

特別区職員向けのページです。

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★印）
専門研修
自治体債権の管理・回収（演習） 12月上旬 基礎研修修了程度の知識を有し、債権の管理・回収業務を担当する職員
政策形成のための統計分析
（基礎） 12/14（月） 政策形成および事業計画策定に携わる職員

都市再開発 12月上旬 市街地再開発事業を担当する職務経験1、2年程度の職員
児童相談所関連研修

児童福祉司任用前講習会・
指定講習会②（合同実施）

12/3（木）・4（金）・
12/15（火）・16（水）・
12/21（月）・22（火）・
12/23（水）

児童福祉司任用前講習会； 社会福祉主事たる資格を得た後、一定の期間児童
福祉事業等に従事した職員、子ども家庭福祉に携
わる職員等

指定講習会；保健師、保育士等一定の資格・免許等を有する職員
児童福祉司任用後研修
（5日間　B日程）
（児童福祉司任用前講習会・
指定講習会②と合同実施）

12/16（水）・21（月）・
12/23（水）

（1）児童福祉司として任用後1年目の職員
（2）子ども家庭福祉行政に携わる職員（心理職を含む）

児童福祉司スーパーバイザー
研修（後期）

12/10（木）・24（木）・
12/25（金） 児童福祉司としておおむね5年以上の職務経験を有する職員

児童心理司
（3〜4年目）① 12月上旬

児童心理司3〜4年目（※）の職員、児童福祉司、一時保護所職員、その他
子ども家庭福祉行政に携わる職員
※子ども家庭支援センター等における児童心理に関連する業務経験がある場
合は、児童心理司としての経験年数に加算することができる。

司法面接③ 12/17（木）・18（金）
児童相談所及び子ども家庭支援センターを含む福祉関連施設等に勤務する職
員、児童福祉司任用前講習会・指定講習会修了者、その他子ども家庭福祉行
政に携わる職員

ステップアップ研修
思考力・論理構築力向上⑧ 12/21（月） 係長級以下の職員 ★主任の職員
対話によるポジティブ・アプ
ローチ⑥ 12/14（月） 係長級以下の職員 ★主任の職員

説明力・交渉力強化⑥ 12/17（木）・18（金） 係長級以下の職員 ★ 区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい説
明や交渉力を身に付けたい主任以下の職員

クレーム対応⑦ 12/21（月） 係長級以下の職員 ★ 窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員
集客力を高めるチラシ・伝わ
る資料のつくり方⑥ 12/8（火） 主任以下の職員 ★ 区民向け講座などの企画や募集チラシ作成を担当する主

任以下の職員
マネジメント実践のための
チームコーチング③ 12/18（金）・1/19（火） 係長級以上の職員 ★ チーム（係）としての成果を最大化できる部下の育成や

支援を効果的に行うスキルを身につけたい係長級の職員

メンタルヘルスマネジメント 12/2（水） 係 長 級 の 職 員
★ メンタルヘルスについての正しい知識とメンタルヘルス
不調の予防や早期発見・早期対応方法等のマネジメント
知識を身につけたい係長級の職員

サポート研修

地方自治法⑦ 12/15（火） 1 級 職 の 職 員
★ 法令・根拠にあたる仕事の進め方を身に付けたい、これ
から地方自治法を意識して実務を行っていきたい1級職
の職員
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行政法③ 12/16（水）・17（木） 主任以下の職員 ★ 行政法の基礎知識を学び、行政職員としてその知識を仕
事に役立てたい職員

公務基礎「公務員倫理」 12/14（月） 全 職 員

◆新型コロナウイルス感染症対策により、研修が中止又は延期になる場合があります。予めご了承ください。

※紙面の都合上、12月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部、1月に実施する研修を含む）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※ 研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方
法や申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※ 研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（http://www.tokyo23city.or.jp/kensyujo/index.html）もご覧くだ
さい。
	 （特別区職員研修所）

特
別
区
職
員
研
修
所
で
は
、
平
成
28

年
改
正
の
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
特
別

区
児
童
相
談
所
の
設
置
等
を
踏
ま
え
、

令
和
2
年
3
月
に
「
特
別
区
職
員
共
同

研
修
児
童
相
談
所
関
連
研
修
計
画
（
令

和
2
年
度
～
令
和
4
年
度
）」
を
策
定

し
、
児
童
相
談
所
関
連
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
時
勢
に
応
じ

た
需
要
の
高
い
テ
ー
マ
を
選
定
し
、
ト

ピ
ッ
ク
ス
研
修
（
試
行
）
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
23
区
意
向
調
査
の
結
果

等
を
踏
ま
え
、
児
童
相
談
所
職
員
等
に

求
め
ら
れ
る
幅
広
い
専
門
性
を
強
化
す

る
た
め
、
動
機
づ
け
面
接
を
テ
ー
マ
に

「
児
童
相
談
所
関
連
ト
ピ
ッ
ク
ス
」（
第

1
回
）
を
8
月
17
日
（
月
）
に
実
施
し

点
を
取
り
入
れ
た
り
、
何
気
な

く
や
っ
て
い
た
こ
と
に
意
味
付

け
で
き
た
り
と
、
今
後
の
面
接

に
活
か
せ
る
要
素
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
面

接
の
良
い
点
・
悪
い
点
を
改
め

て
確
認
し
、
明
日
の
面
接
に
つ

な
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」
等

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
日
常
業

務
に
役
立
つ
と
高
い
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

当
研
修
所
で
は
、
今
後
も
23

区
の
意
向
を
踏
ま
え
た
上
で
最

新
の
状
況
等
を
的
確
に
把
握
し
、

よ
り
良
い
児
童
相
談
所
関
連
研

修
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
特
別
区
職
員
研
修
所
）

ま
し
た
。

動
機
づ
け
面
接
ト
レ
ー
ナ
ー
で
公
認

心
理
師
の
資
格
を
持
つ
講
師
に
ご
登
壇

い
た
だ
き
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
行
動

変
容
を
促
す
動
機
づ
け
面
接
の
プ
ロ
セ

ス
や
児
童
福
祉
領
域
で
活
用
す
る
上
で

の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
視
聴
や
個
人

演
習
を
交
え
な
が
ら
の
講
義
に
よ
り
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

区
職
員
36
名
が
参
加
し
、
参
加
者
か

ら
は
「
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
の
で
は

な
く
、
相
手
の
思
い
を
知
り
、
相
手
が

持
つ
『
変
わ
り
た
い
』
と
い
う
思
い
に

寄
り
添
っ
た
方
法
を
考
え
る
手
伝
い
を

す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。」「
今
ま
で
持
っ
て
い
な
か
っ
た
視

【「動機づけ面接」演習の様子】

【「動機づけ面接」講義の様子】

試
行
研
修「
児
童
相
談
所
関
連
ト
ピ
ッ
ク
ス（
第
1
回
）〜
動
機
づ
け
面
接
〜
」

の
実
施
に
つ
い
て
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適
正
な
分
別
・
排
出
に
ご
協
力
を
！

本
年
4
月
に
入
り
、
不
燃
物
（
金
属

類
）
が
原
因
に
よ
る
焼
却
炉
等
の
故
障

が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

当
組
合
の
清
掃
工
場
は
、
可
燃
ご
み

の
焼
却
施
設
で
す
。
不
燃
ご
み
を
処
理

す
る
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
焼

却
施
設
に
、
上
記
写
真
の
よ
う
に
不
燃

物
が
搬
入
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
焼
却
炉

を
停
止
し
、
不
燃
物
を
取
り
除
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
清
掃
工
場
を
停
止

さ
せ
ず
、
安
定
的
に
稼
働
さ
せ
る
た
め

に
は
、
ご
み
の
分
別
・
排
出
の
ル
ー
ル

を
一
人
一
人
守
る
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。

清
掃
工
場
は
、
23
区
の
生
活
環
境
を

衛
生
的
に
保
つ
た
め
に
欠
か
せ
な
い
施

設
で
す
。
適
正
な
分
別
・
排
出
に
つ
い

て
、
み
な
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

不
適
正
搬
入
防
止
月
間
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
主
な
取
り
組
み

現
場
で
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

清
掃
工
場
と
不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー

で
、不
適
正
ご
み
の
搬
入
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、搬
入
物
検
査
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
や
ヤ
ー
ド

で
の
監
視
を
強
化
し
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
管
理
課
）

10月は不適正搬入防止月間です!!

▲江戸川清掃工場に搬入された軽量鉄骨（180cm × 20cm × 20cm）（令和2年7月故障発生）

◀ 豊島清掃工場の焼却炉等か
ら取り出した不燃物（令和
2年4月故障発生）

◀ 渋谷清掃工場の炉床から、
はがし取った不燃物（アル
ミニウム等の金属が溶けて
固まったものが、炉床を広
く覆っていた）（令和2年8
月故障発生）

ごみ怪獣
「カーネン」
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その他の処理施設

可燃ごみを処理する清掃工場

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部

事
務
組
合
総
務
部
総
務
課
）

東京二十三区清掃一部事務組合の
施設紹介

練馬清掃工場

杉並清掃工場　

千歳清掃工場

渋谷清掃工場

目黒清掃工場

大田清掃工場 多摩川清掃工場 品川清掃工場 港清掃工場

光が丘清掃工場 豊島清掃工場 板橋清掃工場 北清掃工場 足立清掃工場

葛飾清掃工場

墨田清掃工場

中央清掃工場
江戸川清掃工場世田谷清掃工場

有明清掃工場

新江東清掃工場

品川清掃作業所 粗大ごみ処理施設 中防不燃ごみ処理センター 京浜島不燃ごみ処理センター

※光が丘・目黒清掃工場は、施設整備中のため、完成予想図を掲載しています。
　なお、光が丘清掃工場は、令和3年3月にしゅん工予定です。

令和2年10月現在
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　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績 （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

8 8/16〜21 8,456,744,920円 902,258人 1,409,457,490円 150,376人 9,370円 107.5% 84.7% 126.8%
9 9/7〜11 7,672,208,760円 821,503人 1,534,441,750円 164,301人 9,340円 133.2% 136.1% 97.9%

大井競馬場、入場再開いたしました
【大井競馬場における入場再開】
　第９回開催（９月７日〜11日）から、お客様の人数を制限してではありますが、入場を再開いたしました。なお、事
前応募制のため、募集人数を超える応募があった場合には抽選とさせていただきます。応募、入場については東京都内
在住者の方に限定させていただきます。
　詳細につきましては、TCKの公式HPをご確認ください。https://www.tokyocitykeiba.com/
　再開にあたりましては、新型コロナウイルスの感染予防および感染拡大防止策（一例として、お客様同士の間隔を十
分に空けていただくお願い、大声での会話や声を出しての応援をご遠慮いただく等）の徹底に努めております。
　ただし、今後の状況等により内容を変更する場合がございますのであらかじめご了承ください。

【〜Road to JBC〜ダート頂上決戦の舞台へ】
　11月３日（火祝）にダート競馬の祭典である『JBC競走』
が大井競馬場と門別競馬場で行われます。
　10月７日（水）の『東京盃』はJBCスプリント、10月８
日（木）の『レディスプレリュード』はJBCレディスクラ
シックの優先出走権が得られるため、JRAや全国各地から
トップクラスの実力馬が参戦し、熱戦が繰り広げられます。

【44年ぶりコースレコード更新！】
　第８回大井競馬第５日目（８月20日）に実施した第10
競走（流星賞A１A２（－）選抜特別）において、ダート
1,000m走破タイムにおけるTCKコースレコードが44年ぶり
に更新されました！
★流星賞A１A２（－）選抜特別（晴・良）
　優勝　クルセイズスピリツ号（西啓太）　0：58：8
≪従来のコースレコード≫
　昭和51年12月３日�大井1,000m　0：58：9
　ジヨーンズシヤダイ� （特別区競馬組合開催サービス課）

＜L-WING 3階スターシート＞ ＜L-WING 3階LL-Seat＞ ＜L-WING 4階スカイシート＞
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、

■駐車場のご案内
　第1駐車場1,471台
　料金：1日1台につき車1,000円、
　オートバイ200円
　※第2 3駐車場は混雑時のみ営業します。

■交通のご案内
※実際の運行状況等はTCKのホームページをご確認ください。

●無料バスのご案内
　大井町線（東急バス）
　往路：JR大井町駅（中央口東・7番停留所）
　復路：正門2番乗り場より運行

●復路のみの無料バスのご案内
①品川駅経由目黒線（都バス・品93系統路線バス）
　復路：正門1番乗り場より運行
②JR品川駅直行バス（都バス）
　★トゥインクルレース開催及び年末開催中のみ運行
　復路：正門1番乗り場より運行

●その他の交通機関のご案内（有料）
　東京モノレール「大井競馬場前」駅下車、徒歩2分
　京浜急行「立会川」駅（急行停車）下車、徒歩12分

No.367　令和2年10月12日発行

競 馬 開 催 日
1 2 3 4 5 6 7 8 9
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

12月の開催予定

船橋競馬開催

川崎競馬開催勝島王冠 東京大賞典
東京シンデレラマイル

東京2歳優駿牝馬

大井競馬開催

浦和競馬開催

競 馬 開 催 日
1 2 3 4 5 6 7 8 9
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

11月の開催予定

船橋競馬開催

川崎競馬開催JBCクラシック、JBCスプリント、JBCレディスクラシック ハイセイコー記念 サンタアニタトロフィー

大井競馬開催 大井競馬開催

浦和競馬開催

勝島王冠（SⅡ）
●12月9日（水）
●1,800m
レース名はTCKの所在地（品川区勝島）に由来します。年末の東京大賞典へのステップ
レースとして、2018年からグレードが「SⅢ」から「SⅡ」に格上げされました。年末の大一
番を目指す南関東の有力馬がひしめく、ハイレベルで注目度の高いレースです。

大井競馬開催

ハイセイコー記念（SⅠ）
●11月17日（火）
●1,600m

サンタアニタトロフィー（SⅢ）
●11月18日（水）
●1,600ｍ

ハイセイコーが1972年の青雲賞で記録した1分39
秒2の優勝タイムは、40年以上の歳月を経た現在も
破られていません。TCKが生んだ国民的スターホース
の偉業を称え、2001年に現在のレース名に改められ
ました。今年からグレードが「SⅡ」から「SⅠ」に格上げさ
れ、さらに南関東期待の若駒たちが集まる注目のレー
スとなりました。

1996年に従来の「関東盃」から現在のレース名に改
称。名称はTCKと米国・サンタアニタ競馬場の友好交
流提携を結んだことに由来。今年は時期を7月から
11月に移しての実施となります。


